
　

―
―
マ
イ
オ
ニ
ク
ス
の
概
要
と
使

い
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

松
尾　

表
面
筋
電
計
は
、
筋
肉
の

収
縮
と
弛
緩
の
サ
イ
ク
ル
の
間
に
起

こ
る
筋
肉
の
電
気
的
活
動
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
測
定
す
る
も
の
で
、
非
侵

襲
性
で
す
。
マ
イ
オ
ニ
ク
ス
は
、
筋

電
計
を
約
40
年
開
発
し
て
い
る
カ
ナ

ダ
の
ソ
ー
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
が
神

経
内
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
、
泌
尿
器
科
向
け
の
モ
デ
ル
を
今

回
初
め
て
歯
科
向
け
に
改
良
し
た
も

の
で
、
咬
筋
な
ど
の
皮
膚
に
電
極
を

貼
付
し
て
測
定
し
ま
す
。

　

使
い
方
で
す
が
、
患
者
さ
ん
の
両

頬
の
咬
筋
の
最
大
隆
起
部
に
パ
ッ
チ

を
貼
り
、
パ
ッ
チ
上
の
突
起
に
本
体

と
つ
な
い
だ
専
用
ケ
ー
ブ
ル
端
の
電

極
を
つ
な
げ
ば
準
備
は
完
了
で
す
。

測
定
時
間
「
５
秒
噛
み
締
め
て
休

憩
」
を
２
回
繰
り
返
す
だ
け
で
、
全

体
で
20
秒
程
度
で
す
。

　

測
定
値
は
本
体
の
他
に
、
ア
ン
ド

ロ
イ
ド
端
末
の
専
用
ア
プ
リ
上
に
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
波
形
が
表
示
さ
れ

ま
す
。
プ
リ
ン
タ
ー
と
連
動
す
れ
ば

波
形
や
測
定
値
を
そ
の
場
で
印
刷
し

て
患
者
さ
ん
に
手
渡
す
こ
と
も
可
能

で
す
。
本
体
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
サ

イ
ズ
な
の
で
チ
ェ
ア
サ
イ
ド
で
測
定

で
き
ま
す
し
、
咬
筋
の
位
置
が
分
か

れ
ば
よ
い
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
で
も
簡

単
に
測
定
が
で
き
ま
す
。

　

―
―
適
応
す
る
症
状
を
教
え
て
下

さ
い
。

　

松
尾　

「
顎
関
節
症
」
や
「
咀
嚼
筋

痛
障
害
」
の
診
査
・
診
断
に
用
い
る

と
、
保
険
算
定
が
可
能
で
す
。
「
筋

電
図
」
は
１
肢
に
付
き
３
２
０
点
、

「
神
経
・
筋
検
査
判
断
料
」
は
同
一

月
１
回
に
限
り
１
８
０
点
と
な
り
ま

す
。

　

「
ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム
」「
咀
嚼
筋
の
筋

筋
膜
痛
」「
歯
牙
破
折
」「
補
綴
物
の

破
損
や
脱
離
」「
知
覚
過
敏
」「
歯
牙

の
動
揺
」
な
ど
有
害
事
象
の
診
査
・

診
断
の
際
に
も
強
い
咬
合
力
が
あ
る

こ
と
を
数
値
か
ら
も
自
覚
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
保
険
治
療
で
あ
る

「
補
綴
物
や
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
の
作
成
」

「
認
知
行
動
療
法
」「
筋
機
能
療
法
」

「
薬
物
療
法
」
か
ら
「
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
療

法
」
と
い
っ
た
自
費
治
療
へ
の
理
解

を
促
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

―
―
利
用
者
か
ら
は
ど
の
よ
う
な

声
が
あ
り
ま
す
か
。

　

松
尾　

「
左
右
の
咬
合
力
の
差
を

同
時
に
示
せ
る
の
で
、
入
れ
歯
の
装

着
に
つ
な
が
り
患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（
生
活
の
質
）
が
向
上
し
た
」「
歯
科

衛
生
士
も
説
明
し
や
す
く
な
り
、
症

状
を
改
善
す
る
た
め
の
治
療
を
積
極

的
に
勧
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
数
値
や
波
形
は
視
覚
的
に
理
解
し

や
す
く
説
得
力
が
増
し
て
、
自
費
治

療
（
特
に
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
治
療
）
率
が

上
が
っ
た
」
な
ど
＝
表
＝
の
声
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
オ
ニ
ク
ス
が
歯
科
用
医
療
機

器
と
し
て
使
わ
れ
た
の
は
日
本
が
初

め
て
で
、
臨
床
研
究
を
基
に
し
た
論

文
を
今
後
発
表
予
定
で
す
。
国
内
で

販
売
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
、
古
畑
歯
科
医
院
・
古
畑
い
び
き

睡
眠
呼
吸
障
害
研
究
所
（
東
京
都
港

区
）・
日
本
歯
科
大
学
附
属
病
院　

内
科
臨
床
准
教
授
の
古
畑
梓
先
生
の

ご
協
力
の
下
、
性
別
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
な
ど

に
も
よ
り
ま
す
が
、
概
ね
望
ま
し
い

咬
筋
活
動
電
位
の
基
準
値
は
１
０
０

マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
程
度
と
い
う
と
こ

ろ
ま
で
臨
床
研
究
が
進
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
何
か
し
ら
の
有
害
事
象
を

有
す
る
患
者
さ
ん
の
咬
筋
活
動
電
位

の
平
均
値
は
２
０
０
～
３
０
０
マ
イ

ク
ロ
ボ
ル
ト
が
多
い
の
が
現
状
で

す
。

　

当
社
が
マ
イ
オ
ニ
ク
ス
の
取
り
扱

い
を
決
め
た
の
は
先
生
方
の
「
患
者

さ
ん
に
歯
を
守
る
た
め
の
治
療
を
提

案
し
て
も
、
自
覚
が
難
し
い
た
め
に

放
置
さ
れ
、
結
果
的
に
歯
や
補
綴
物

の
破
折
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
」
と
い
う
声
の
多
さ
か
ら
で
し

た
。
発
売
か
ら
約
１
年
５
カ
月
で
す

が
、
既
に
３
２
９
施
設
で
導
入
さ
れ

ま
し
た
。

　

測
定
値
を
基
に
説
明
が
で
き
る
の

で
患
者
さ
ん
と
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
幅
が
広
が
っ
た
」「
認
識

違
い
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
減
っ
た
」

「
ス
タ
ッ
フ
も
咬
合
力
に
意
識
が
向

く
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
声
も

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
オ
ト
ガ
イ
筋
の
過
緊
張

に
よ
る
口
唇
閉
鎖
不
全
」
や
「
口
腔

周
囲
の
ジ
ス
ト
ニ
ア
」
な
ど
の
診
査

に
も
有
用
で
す
。
普
段
の
歯
科
治
療

の
診
断
や
基
準
に
マ
イ
オ
ニ
ク
ス
を

加
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
患
者
さ

ん
の
健
康
を
守
る
一
助
に
な
れ
た
ら

嬉
し
い
で
す
。

　

「『
歯
科
医
院
に
１
台
は
必
須
で
は
』
と
の
声
を
導
入
先
か
ら
い
た
だ

い
て
い
る
」
と
最
近
評
判
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
．
Ｊ
ａ
ｐ

ａ
ｎ
（
本
社
・
東
京
都
中
央
区
、
伊
藤
成
幸
社
長
）
の
噛
み
締
め
る
力

を
数
値
化
す
る
表
面
筋
電
計
「
ホ
ル
タ
ー
筋
電
計
付
刺
激
装
置
Ｍ
ｙ
Ｏ

ｎ
ｙ
ｘ
（
マ
イ
オ
ニ
ク
ス
）」
だ
。
視
診
や
触
診
、
Ｃ
Ｔ
画
像
の
所
見
か

ら
「
咬
合
力
が
強
い
」
と
患
者
に
伝
え
て
も
自
覚
し
て
も
ら
う
こ
と
が

難
し
く
、
放
置
さ
れ
歯
や
補
綴
物
の
破
折
を
招
い
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が

後
を
絶
た
な
い
。
し
か
し
、
同
装
置
で
は
パ
ッ
チ
を
頬
に
貼
る
だ
け
で

左
右
の
咬
筋
活
動
電
位
の
最
大
値
を
数
値
で
示
す
の
で
、
強
い
咬
合
力

が
あ
る
と
の
自
覚
に
つ
な
が
り
、
そ
の
後
の
治
療
に
理
解
を
得
ら
れ
や

す
い
と
い
う
。
装
置
の
使
い
方
、
適
応
す
る
症
状
、
利
用
者
の
声
な
ど

を
同
社
歯
科
営
業
部
部
長
の
松
尾
大
輔
氏
に
聞
い
た
。

●噛み合わせの調整にも使える

●当院の保険算定の患者さんは、ほぼ全員が測定に同意。

夜中にはさらに強い噛み締めがあるのを納得してもらえた

●咬合力に左右差のある場合でも指導がしやすくなった

●これまで術者は手指感覚に頼っていたため、客観的な判

断材料がなかったが、測定値が明示されることで、院内で

の情報共有が容易になった

●過度な咬合力があるとの自覚につながり、マウスピース

作成の依頼につながった

●ブラキシズムの強さを提示できるので歯科衛生士も説明

しやすくなった

●所見ではボツリヌス治療の効果は出ているが患者さんが

効果を実感できない場合があり、導入後は実感できなくて

も数値で確認することができるため、信憑性が高まった

●筋力の低い患者さんに不要なボツリヌスの投与をしなく

て済むようになった

「咬筋力の数値化」による利用者からの声初
回
導
入
セ
ッ
ト
（
本
体
、
専
用
ケ
ー

ブ
ル
、
専
用
パ
ッ
チ
、
Ａ
Ｃ
充
電
ア
ダ

プ
タ
ー
な
ど
）
の
価
格
＝
45
万
１
千
円

（
税
込
み
）
※
別
途
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
端

末
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
必
要

㊨咬筋力測定時の波形、左右
の咬筋活動電位の最大値など
を１枚のレポートとして表示
でき、印刷も可能

貼
付
後
20
秒
で
解
析

咬
合
の
強
さ
を
数
値
化

患
者
の
自
覚
に
つ
な
げ
る

20
秒
間
の
測
定
動
画

咬
筋
力
の
診
査
・
診
断
ツ
ー
ル

表
面
筋
電
計「
Ｍマ

イ

オ

ニ

ク

ス

ｙ
Ｏ
ｎ
ｙ
ｘ
」

広告特集

㊤咬筋の皮膚表上に電極を貼
付して測定

医療機器認証番号:304AGBZX00045000

PRSS.Japan
〒103-0001東京都中央区日本橋小
伝馬町10-11 日本橋府川ビル6F
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